
「鳥取大学大学院での学修についての意見交換会」実施内容 

 

【テーマ】 

1. 授業形態について 

・対面授業、ライブ配信型授業、オンデマンド配信型授業について 

・実験、演習、実習科目について 

 

2. 各研究科、専攻の教育方針の理解 

・ DP(修了認定・学位授与の方針)を十分に理解した上で学修している？ 

・ 研究科の専攻、コース等の教育の仕組みを十分理解したうえで学修している？ 

 

3. 大学院生の学修を支援するしくみ 

・学務支援システムと eラーニングシステム(manaba)について 

・e ポートフォリオについて 

・学年暦、時間割について 

 

4. 研究科のカリキュラムについて ※持続性のみ 

・シラバスをみている？ 

・必修科目／選択科目の妥当性 

・科目毎に成績評価の透明性は十分に保たれている？ 

・幅広い視野の必要性？ 

・共通科目全体に対する意見、要望※ 

 -基盤科目について（他分野の授業は自身の専門分野の参考になったかなど） 

 -超領域科目について（専門外の科目の理解度、授業のレベル（多様な専攻が受講）、「環境」

「グローバル」「地域」の枠組みについてなど） 

・専門科目全体に対する意見、要望（所属する研究科、専攻、コースの授業内容に対する意見、要

望） 

 

5. 履修指導 

・修論指導について（指導体制、指導方法など） 

・自身のキャリア形成や就職活動に対する指導や支援について 

 

6.その他 

・授業アンケートの質問項目に対する意見、要望   

・TA 業務と授業の両立について 

 

7. 意見、要望 

 

 

【参考】 

◆過去の学部学生との意見交換会で出された主な意見と対応状況 

・入学時のオリエンテーションの内容が多く、１回の説明では内容を把握できない。 

→令和５年度の全学教育科目の説明会から、解説動画を後日視聴できるようにした。 

・学務支援システムと e ラーニングシステム（manaba）について、担当教員によって利用方法に違

いがあり、統一してほしい。 

→教育担当理事名で、学生への連絡は manaba を主に用いるように教員へ周知 

・抽選制度について「落ち続け 3 年生でも教養を受けている」「抽選は 3つまで選択できるが、全

部外れた」等の状況が発生しており、改善してほしい。 

→教養教育センターに WGを設置し、改善にむけた現状分析と検討を開始 

・レポート課題を出す場合、フィードバックをしてほしい。 

・その他多数。 


